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cmblf
楕円

cmblf
楕円

cmblf
テキストボックス
事業主印を押印してください。
 ただし、事業主自らが署名した場合、 押印 は不要です。




cmblf
楕円

cmblf
テキストボックス
 ⑨,⑩欄は、4月･5月･6月の各月に受けた報 
 酬の支払の基礎となった日数を､それぞれの
 該当月の箇所に記入してください｡


cmblf
テキストボックス
 
 ⑪～⑬欄は、4月･5月･6月の各月に通貨及び現物で支払われた報酬をそれぞれの月に記入し､各月の合計額を記入してください｡
  ただし､支払基礎日数17日未満の月は記入せず､横線を引いてください｡
  短時間就労者(ﾊﾟｰﾄ)の場合は､15日以上の月の報酬の総計を記      入してください｡
　また、短時間労働者の場合は、11日以上の月の報酬の総計を記入してください。



cmblf
テキストボックス
 「⑱備考」欄は､該当する項目がある場合､ ○で囲んでください｡｢9.その他｣には現物支給の名称等を記入してください。


cmblf
楕円

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
楕円

cmblf
楕円

cmblf
楕円

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
テキストボックス
「⑯修正平均額」欄は、遅配分給与の支払いや昇給がさかのぼったことにより、対象月中に差額分（⑧等）が含まれている場合は、差額分を除いた平均額を記入してください。


cmblf
楕円

cmblf
楕円

cmblf
楕円

cmblf
テキストボックス
「⑭総計」欄は、基礎日数が17日以上（短時間就労者(ﾊﾟｰﾄ)の場合は15日以上）の合計を総計した額を記入してください。
「⑮平均額」欄は、総計を該当月数で割った額を記入してください。



cmblf
線

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
テキストボックス
 事業所整理記号、被保険者整理番号を必ず記入してください。



cmblf
テキストボックス
 事業主がこの届書を年金事務所又は事務センターへの提出日を記入してください。


cmblf
楕円

cmblf
楕円

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
楕円

cmblf
テキストボックス
 定時決定年月を記入してください｡



cmblf
線

cmblf
テキストボックス
遡及支払額欄には､遡及差額（算定対象月前分の支払額）を記入してください｡



cmblf
楕円

cmblf
テキストボックス
 従前の標準報酬月額を記入してください｡



cmblf
線

cmblf
線

cmblf
線

cmblf
楕円

cmblf
テキストボックス
4月･5月･6月中に食事､住宅､通勤定期券など現物給与の支給がある場合に､金銭に換算して記入してください｡
 ※食事､住宅等については｢厚生労働大臣が定める現物給与の価額｣に基づきます｡



cmblf
線

cmblf
線

cmblf
テキストボックス
 上図の1～3では次の例を記入しています｡
  1:休職し､支払基礎日数17日未満の月(5月)がある例
  2:食事を現物で支給されている例
  3:4月･5月･6月の勤務日数が各月15日以上17日未満で報酬の支給があるパートタイマーの例


cmblf
楕円

cmblf
楕円


